
　

マ
ス
コ
ミ
の

報
道
に
偏
り
を

感
じ
て
か
ら
、

新
聞
や
テ
レ
ビ

の
報
道
に
一

応
、
距
離
を
お

い
て
み
る
癖
が
つ
い
た
▼

と
は
言
え
、
我
々
ア
ナ
ロ

グ
世
代
は
、
他
の
情
報
手

段
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
の

で
、
情
報
の
ソ
ー
ス
に
困

る
▼
そ
こ
で
、
若
い
方
々

か
ら
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

な
る
情
報
手
段
を
教
え
て

頂
い
た
。
勿
論
、
こ
れ
と

て
正
確
な
情
報
か
ど
う
か

眉
唾
も
の
な
の
だ
が
、
国

会
中
継
な
ど
、
新
聞
・
テ

レ
ビ
が
報
じ
て
い
な
い
、

我
々
に
と
っ
て
重
要
な
問

題
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
た
▼
そ

の
よ
う
な
な
か
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
か
実

施
さ
れ
な
い
と
い
う
予
言

が
、
ず
っ
と
前
か
ら
報
道

さ
れ
て
い
た
。
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
の
類
だ
と
思

い
、
あ
ま
り
気
に
も
か
け

な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
来

て
、
俄
然
、
事
実
に
な
っ

て
来
た
の
に
驚
か
さ
れ
た

▼
中
国
発
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
世
界
的
な
蔓
延
に

よ
っ
て
、
各
国
の
選
手
が

コ
ロ
ナ
に
罹
患
す
る
恐
れ

が
で
て
き
た
▼
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
報
道
に
は
、

我
々
、
真
贋
を
見
極
め
る

こ
と
を
し
が
ち
だ
が
、
こ

の
報
道
に
は
、
ま
っ
た
く

驚
か
さ
れ
た
▼
こ
れ
か
ら

の
時
代
、
あ
な
が
ち
霊
感

や
予
感
、
予
言
が
科
学
的

に
的
中
す
る
研
究
が
一

層
、
進
化
す
る
や
も
し
れ

な
い
と
思
わ
さ
れ
た
▼
と

も
あ
れ
、
来
年
度
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
無
事
に

何
事
も
な
く
、
予
定
ど
う

り
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
祈

る
だ
け
で
あ
る
（
糸
数
哲

夫
）

《会社概要》
農業生産法人㈲勝山シークヮーサー

代表取締役　安
やす

村
むら

弘
ひろ

充
みつ

氏
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事業内容／ 製造業（清涼飲料水製造）
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は

二
〇
〇
三
年
九
月
設
立
の
農

業
生
産
法
人
㈲
勝
山
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
で
す
。
代
表
取

締
役
の
安
村
弘
充
さ
ん
（
写

真
左
）、
取
締
役
会
長
の
山

川
良
勝
さ
ん
（
写
真
右
）
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
は
今
で

は
沖
縄
独
自
の
柑
橘
系
果
物

と
し
て
県
内
外
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
と

り
わ
け
こ
の
勝
山
地
域
の

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
は
近
隣
の

険
し
い
山
肌
で
日
光
を
浴
び

て
栽
培
さ
れ
る
た
め
、
良
質

で
香
り
も
良
い
果
実
が
実
り

ま
す
。
こ
の
シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
を
さ
ら
に
新
鮮
な
状
態

で
自
社
加
工
し
て
製
造
し
た

「sea-sun 

勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
沖
縄
県
産
果
汁
１
０
０

％
５
０
０
ml
」
は
、
二
〇
一

二
年
か
ら
八
年
間
連
続
し

て
、国
際
味
覚
審
査
機
構（
ｉ

Ｔ
ｉ
）
の
優
秀
味
覚
賞
の
最

高
賞
三
ツ
星
を
受
賞
。

　

二
〇
一
八
年
度
に
は
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
」を
受
賞
し
、

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
業
界
初
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
て
い
ま

す
。

　

国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
商

品
化
に
は
、
勝
山
地
域
を
中

心
と
し
た
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

を
昔
な
が
ら
の
手
法
で
栽
培

し
、
そ
の
風
味
や
特
徴
を
損

な
わ
な
い
技
術
を
創
意
工
夫

し
、
率
先
し
て
地
域
住
民
と

と
も
に
構
築
し
て
き
た
十
数

年
に
わ
た
る
結
い
ま
ー
る
精

神
と
毅
然
と
し
た
会
社
の
理

念
が
支
え
て
い
ま
す
。

地
域
特
産
資
源
の

  

付
加
価
値
を
見
極
め
る

　

勝
山
地
域
は
、
一
九
七
〇

年
代
は
限
界
集
落
で
し
た
。

当
時
三
十
六
歳
の
山
川
会
長

と
二
十
九
歳
の
安
村
代
表

は
、
地
域
お
こ
し
も
兼
ね
て

地
元
特
産
品
と
し
て
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
に
着
目
。
そ
し

て
二
〇
〇
一
年
、シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
そ

の
成
分
が
注
目
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
一
年
も
経
た

な
い
う
ち
に
ブ
ー
ム
は
収

束
。
沖
縄
の
シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
業
界
で
は
原
料
の
価
格

高
騰
と
供
給
量
不
安
定
の
現

実
が
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
深
刻
な
状
況
で
、

二
〇
〇
三
年
、
五
十
六
歳
の

山
川
会
長
と
四
十
九
歳
の
安

村
代
表
を
含
む
四
名
で
、
勝

山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
事
業

と
し
、
自
社
工
場
を
も
つ
農

業
生
産
法
人
を
設
立
。「
本

物
の
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
提

供
し
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
せ
な

い
」
た
め
に
、
徳
島
の
ス
ダ

チ
工
場
を
視
察
し
、
米
国
方

式
と
Ｊ
Ａ
方
式
の
農
業
経
営

を
取
り
入
れ
た
事
業
計
画
を

練
り
上
げ
ま
し
た
。

　

生
産
者
は
愛
情
も
っ
て
栽

培
す
る
地
元
ハ
ル
サ
ー(

畑

人)

。
新
鮮
で
良
質
な
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
を
原
料
と
す
る

為
に
果
実
の
収
穫
時
期
・
選

別
の
徹
底
を
ル
ー
ル
化
。
生

産
か
ら
最
終
商
品
ま
で
を
総

合
管
理
す
る
ト
レ
サ
ビ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
バ

イ
ヤ
ー
や
消
費
者
に
安
心
安

全
を
提
供
。

　

そ
の
他
、
シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
を
年
中
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
に
収
穫
時
期
の
順
番

に
、
初
搾
り
、
青
切
り
、
完

熟
、
完
搾
り
、
苦
み
の
効
い

た
ゴ
ー
ル
ド
、
一
〇
〇
％
果

汁
、
カ
ー
ブ
チ
ー
な
ど
七
種

類
の
商
品
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
設
立
十
七
年
経
っ
た
今

も
、
商
品
製
造
や
商
品
開
発

に
一
切
の
妥
協
は
な
い
そ
う

で
す
。

   

地
域
と
と
も
に
長
く

  

愛
さ
れ
続
け
る
会
社
に

　

会
長
も
代
表
も
社
員
も
生

産
者
も
ほ
ぼ
地
元
で
、
若
手

の
参
入
も
増
え
て
い
る
そ
う

で
す
。
運
命
共
同
体
と
し
て

信
頼
し
合
い
ｗ
ｉ
ｎ
‐
ｗ
ｉ

ｎ
の
関
係
を
維
持
す
る
為
に

社
内
は
も
ち
ろ
ん
、
生
産
者

と
の
定
期
的
な
反
省
会
や
情

報
交
換
会
、
懇
親
会
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

現
在
七
十
三
歳
の
山
川
会

長
と
六
十
六
歳
の
安
村
代
表

で
す
が
、
今
後
の
事
業
展
開

と
し
て
、
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

の
機
能
性
成
分
が
注
目
さ
れ

て
い
る
健
康
産
業
市
場
へ
の

本
格
的
参
入
を
お
考
え
か
と

思
い
き
や
、
利
益
優
先
で
は

な
く
会
社
や
地
元
に
無
理
の

な
い
企
業
経
営
を
し
て
い
く

と
、
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
づ
く

り
豊
富
な
経
営
者
お
二
人
の

含
蓄
あ
る
お
言
葉
で
し
た
。

同
友
会
で
理
想
と
す
る
経
営

者
の
理
念
と
実
行
力
、
そ
し

て
普
遍
的
な
愛
と
包
容
力
を

感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
名
護
勝
山
に
は

三
つ
の
宝
が
あ
り
、
山
・
ヤ

ギ
・
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
。
一

月
は
桜
、
六
月
は
蛍
や
天
然

記
念
物
の
蝶
、
三
月
は
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
の
花
の
香
り
も

良
い
の
で
、
遊
び
に
き
て
く

だ
さ
い
と
笑
顔
で
見
送
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
ソ
ム

ノ
ク
エ
ス
ト
㈱
・
江
口
直
美
）

妥
協
し
な
い
地
元
特
産
品
の
六
次
化
産
業
で

次
世
代
に
つ
な
ぐ
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献農業生産法人㈲勝山シークヮーサー

代表取締役 安
やすむら

村 弘
ひろみつ
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代表社員ＣＥＯ　佐
さ

久
く

本
もと

由
ゆう

 氏
〈中部支部〉

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
政
府
も
県
も
緊
急
事
態
宣
言
を
延
長
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
休
業
要
請
で
、
多
く
の
事
業
所
が
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
沖
縄
同
友

会
も
三
月
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
行
事
を
中
止
。
第
三
十
四
回
定
時
総
会
も
史
上
初
の
ｗ
ｅ
ｂ
開
催

と
な
り
、
必
要
な
会
議
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
現
状
下
で
す
が
、
会
員
同
士
は
手
を
携
え
「
一
社
も
潰
さ
な
い
」
と
の
思
い
で

援
け
合
っ
て
自
社
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
会
員
企
業
の
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。（
な
お
各
社
へ
の
取
材
は
四
月
十
日
に
行
い
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
さ
ら
に
対
策
が
進

ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
）

一
、
㈱
丸
忠

　
　
（
喜
納
朝
勝
社
長
）

　

清
潔
と
快
適
な
ハ
ウ
ス
ケ

ア
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
る

㈱
丸
忠
の
感
染
症
防
止
対
策

事
例
で
す
。

　

今
回
の
感
染
症
が
蔓
延
す

る
以
前
か
ら
、
日
常
的
に
社

内
で
の
清
掃
・
整
理
整
頓
に

は
気
を
配
っ
て
い
た
の
で
、

特
段
の
対
応
は
行
っ
て
い
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

三
月
に
入
っ
て
か
ら
状
況
が

変
わ
っ
た
と
の
こ
と
。
飲
食

業
や
宿
泊
業
等
の
主
な
取
引

先
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る

業
績
不
振
に
陥
り
取
引
停
止

が
相
次
ぐ
。
た
だ
、
お
客
様

の
現
状
に
共
感
し
、
通
常
大

量
に
仕
入
れ
し
て
い
る“

手

指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル”

や

マ
ス
ク
を
取
引
先
に
提
供
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、

商
品
配
達
の
際
も
相
手
先
の

店
内
に
は
入
ら
ず
届
け
る
配

慮
を
し
て
い
ま
す
。

　

社
内
で
も
、
東
京
同
友
会

編
集
の
「
コ
ロ
ナ
感
染
職
場

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ

き
、
う
が
い
、
手
洗
い
を
徹

底
。
毎
日
行
わ
れ
て
い
た
朝

礼
・
終
礼
も
収
束
ま
で
は
中

止
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
連
絡

等
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
。
本
社

事
務
所
内
に
は
、
香
り
が
程

よ
く
拡
散
さ
れ
る
〝
デ
ィ

フ
ュ
ー
ザ
ー
〞
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

二
、
㈱
琉
球
補
聴
器

（
森
山
賢
社
長
）

　

〜
き
こ
え
の
絆
を
こ
の
島

へ
〜
。
第
八
回
「
日
本
で
い

ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社

大
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
㈱
琉

球
補
聴
器
の
感
染
症
防
止
対

策
事
例
で
す
。

〈
影
響
〉

　

顧
客
の
ほ
と
ん
ど
が
七
十

代
以
上
の
高
齢
者
。
平
時
は

朝
か
ら
、
ひ
っ
き
り
な
し
の

来
店
客
で
本
店
内
は
満
席
状

態
で
す
が
、
三
月
か
ら
は
本

店
が
五
〇
％
減
。
七
つ
の
支

店
も
三
〇
％
以
上
の
来
店
減

（
四
月
十
日
時
点
）
と
の
こ

と
。
各
地
を
訪
問
巡
回
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
キ
ャ
ン
セ
ル
が

相
次
ぎ
ま
す
。

〈
対
策
〉

①
社
員
は
マ
ス
ク
着
用
、
一

日
三
回
検
温
、
こ
ま
め
な

手
洗
い
・
う
が
い
。

②
手
に
触
れ
る
箇
所
は
す
べ

て
消
毒
清
掃
を
全
店
で
徹

底
。

③
来
店
客
の
前
で
、
説
明
前

に
自
ら
の
手
と
テ
ー
ブ
ル

を
消
毒
し
安
心
し
て
も
ら

う
。
お
客
様
の
手
も
消
毒

し
て
あ
げ
る
。

④
六
十
歳
以
上
の
社
員
、体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
社
員
、

妊
産
婦
、小
さ
い
子
供
が

い
る
社
員
、公
共
交
通
機

関
を
使
用
し
て
い
る
社

員
、家
族
が
感
染
者
も
し

く
は
濃
厚
接
触
者
の
場

合
。

　

以
上
の
状
態
の
社
員
は
テ

レ
ワ
ー
ク
と
の
こ
と
。
現
在

八
〇
％
が
テ
レ
ワ
ー
ク
。
残

り
の
社
員
で
交
代
勤
務
し
て

業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
在
宅
の
社
員
も
含
め

て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
朝
礼
や
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、
お
互
い
励

ま
し
合
い
情
報
を
共
有
し
て

い
ま
す
。

⑤
森
山
賢
社
長
か
ら
、
全
社

員
と
社
員
の
家
族
に
手
紙

を
郵
送
。
雇
用
の
安
定
と

給
与
の
補
償
を
約
束
し
、

安
心
感
と
ま
す
ま
す
の
会

社
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
困
難
を

将
来
の
大
き
な
〝
学
び
〞
に

し
、「
当
た
り
前
に
仕
事
し

お
客
様
と
会
え
る
こ
と
に
感

謝
し
た
い
」
と
森
山
社
長
は

述
べ
て
い
ま
し
た
。

（
三
面
に
続
く
↑）

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
シ
ス
テ
ム

製
作
を
手
掛
け
る
合
同
会
社

ｓ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ
ｋ
ｏ
さ
ん
で

す
。

　

経
営
を
担
う
代
表
社
員

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
佐
久
本
由
さ
ん
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン

を
手
掛
け
る
妹
の
佐
久
本
幸

乃
さ
ん
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制

作
と
シ
ス
テ
ム
開
発
・
Ｉ
Ｔ

コ
ン
サ
ル
を
行
う
夫
の
佐
久

本
正
太
さ
ん
と
、
そ
れ
ぞ
れ

得
意
な
部
分
を
分
担
し
て
行

う
チ
ー
ム
プ
レ
イ
が
光
る
会

社
で
す
。

　

代
表
を
務
め
る
由
さ
ん

は
、『
寄
り
添
う
』
と
い
う

ワ
ー
ド
を
理
念
と
し
て
お

り
、
お
客
様
の
意
見
や
声
を

し
っ
か
り
聴
く
事
を
大
事
に

し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
意
思
は
幸
乃

さ
ん
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン

を
行
う
際
は
細
か
く
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
す
る
こ
と
で
お
客
様
の

想
い
を
し
っ
か
り
デ
ザ
イ
ン

へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
等
を
行
う

正
太
さ
ん
も
同
様
、
日
々
の

ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
を
簡
潔

に
で
き
る
よ
う
に
Ｒ
Ｐ
Ａ

（
ロ
ボ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ

セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
取
り
入
れ
た
業
務
改
善
な

ど
、
お
客
様
に
寄
り
添
っ
て

様
々
な
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
ｓ
ｉ

ｒ
ｏ
ｂ
ａ
ｋ
ｏ
さ
ん
の
新
し

い
挑
戦
で
『
シ
ロ
バ
コ
ラ
ン

チ
』
の
名
前
で
弁
当
事
業
を

開
始
。
焼
き
鳥
や
チ
キ
ン
南

蛮
な
ど
三
〇
〇
円
〜
四
〇
〇

円
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
外
出
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
企
業
向
け
の
デ
リ
バ
リ
ー

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
企
業
向
け
の
仕
出

し
弁
当
を
社
食
と
し
て
展
開

す
る
予
定
と
の
事
。
実
は
弁

当
を
始
め
た
理
由
も
ｓ
ｉ
ｒ

ｏ
ｂ
ａ
ｋ
ｏ
さ
ん
ら
し
く

「
お
客
様
に
寄
り
添
う
に
は
、

製
造
、
仕
入
れ
、
販
売
ま
で

の
一
連
の
流
れ
を
知
る
事
で

問
題
解
決
や
情
報
提
供
が
で

き
る
の
で
は
」
と
考
え
た
そ

う
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
活
動
自
粛
の
為
、

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
収
集
が

多
く
な
っ
て
い
る
今
こ
そ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
善
す

る
こ
と
で
収
束
後
の
厳
し

い
状
況
の
事
業
展
開
を
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

に
、
ぜ
ひ
ｓ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ
ｋ

ｏ
さ
ん
へ
一
度
ご
相
談
下
さ

い
！
（
㈲
お
お
ば
・
大
庭
恵

梨
花
）

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

シ
リ
ー
ズ

「
寄
り
添
う
」を
理
念
に

問
題
解
決
や
情
報
提
供
に
取
り
組
む

「
寄
り
添
う
」を
理
念
に

問
題
解
決
や
情
報
提
供
に
取
り
組
む

代表理事 喜　納　朝　勝 ㈱丸忠 社長
　 〃 真栄田　一　郎 マエダ電気工事㈱ 社長
副代表理事 宮　城　光　秀 ㈲大宮工機 専務
　 〃 石　原　地　江 ㈲アンテナ 社長
　 〃 宮　城　　　勇 総合包装㈱ 会長
　 〃 赤　嶺　　　剛 ㈲スタプランニング 社長
　 〃 仲　地　　　治 ㈱ティーアールシー 社長
　 〃 友　寄　利津子 NPO法人ライフサポートてだこ 代表
　 〃 津嘉山　　　航 ㈱ゆにばいしがき 社長
理　　事 髙　木　美香子 ㈱ビジネススタッフ 社長
　 〃 青　山　喜佐子 社会保険労務士法人オフィスあるふぁ 所長
　 〃 星　崎　浩　二 オフィス星崎 代表者
　 〃 江　口　直　美 ソムノクエスト㈱ 社長
　 〃 普天間　直　樹 ㈱普天間商会 社長
　 〃 比　嘉　良　太 ㈲葬禮社 社長
　 〃 森　山　　　賢 ㈱琉球補聴器 社長
　 〃 真栄田　士　郎 マエダ電気工事㈱ 取締役部長
　 〃 下　田　美智代 ㈱共栄環境 社長
　 〃 仲　本　和　美 ㈲仲松ミート 執行役員
　 〃 宇　根　真　一 ㈲宇根自動車 社長
　 〃 與　崎　文　美 ㈲アンカー商事 社長
　 〃 座　安　孝　明 ㈲ライズ 社長
　 〃 赤　嶺　　　宏 ㈱システック沖縄 社長
　 〃 竹　　　富　久 ㈲たけ事務 専務
　 〃 砂　川　幸　男 ㈱ひろし不動産 社長
　 〃 杉　浦　昭　男 真和建装㈱ 会長
　 〃 大　城　恵　美 ㈱近代美術 社長
　 〃 宮　良　信　介 宮良そば 店主
　 〃 上　原　　　嵩 ㈱国際企画 社長
　 〃 大　城　照　政 ㈲沖縄北斗 社長
　 〃 仲　間　高　乃 アディッシュプラス㈱ 社長室長
　 〃 玉　城　　　栄 ㈲リサイクルセンター沖縄 社長
　 〃 屋　部　憲史朗 ㈱ハートボイルド 社長
　 〃 田　場　盛　伸  ㈱ユナイテッドシステム 社長
　 〃 座間味　　　亮 ㈱赤マルソウ 社長
　 〃 武　田　春　美 ラリアンス 代表 
　 〃 武　島　多加雄 ㈲たけちゃんほーむ 代表
　 〃 呉　屋　　　伸 西原自動車販売㈱ 専務 
　 〃 根　橋　理　香 ㈱カリタス 社長
　 〃 比　嘉　一　成 ㈲大平シール印刷 社長
　 〃 島　尻　裕　巳 沖縄県中小企業家同友会 事務局長

会計監査 有　銘　寛　之 有銘公認会計士事務所 公認会計士・税理士
　 〃 宮　里　敏　夫 ㈱ジーエヌエー 社長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
相 談 役 新　里　正　雄 新光産業㈱ 会長
　 〃 照　屋　義　実 ㈱照正組 会長
　 〃 石　川　元　章 ㈱ジムキ文明堂 会長
　 〃 名　護　宏　雄 ㈱コンピュータ沖縄 社長
　 〃 新　城　　　博 ㈱トリム 会長
　 〃 比　嘉　ゑみ子 ㈲やんばるライフ 専務
　 〃 糸　数　久美子 ㈱ＩＴＡＣ 社長
　 〃 新　垣　　　勲 琉球産経㈱ 社長
　 〃 稲　嶺　有　晃 ㈱サン・エージェンシー 会長
　 〃 小　渡　　　玠 ㈱ okicom 社長
　 〃 新　城　恵　子 ㈱Ｄ i ＡＮＡ  社長

顧　　問 糸　数　哲　夫 税理士法人タックスサポート・イトカズ 代表社員
　 〃 宮　城　初　枝 介護老人保健施設 池田苑 顧問

※相談役・顧問の名誉役員については、理事会の決定により委嘱。
（規約第12条６項）

以上。

第34回定時総会で選出された
2020年度役員一覧（順不同）
2020年４月28日　沖縄県中小企業家同友会　第34回定時総会

アルコール消毒液を設置

お弁当アラカルト

佐久本 由 氏

こまめにアルコール消毒

お客様の手も一緒に消毒

第1508号（付録)（2)中 小 企 業 家 し ん ぶ ん 沖 縄 版2020年（令和２年）５月15日

５月号 №386おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



㈱オキポリ

所在地／南城市大里古堅1208-3
ＴＥＬ／098-946-5095
事業内容／ 製造業（プラスチックフィ

ルムの製造並びに加工）

代表取締役社長　末
すえ

吉
よし

正
まさ

三
み

 氏

〈南部支部〉

め
に
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と

相
談
し
約
一
年
分
の
固
定

経
費
を
確
保
。

②
四
月
二
十
日
か
ら
予
防
対

策
の
勤
務
体
制
を
敷
い

た
。

・
工
事
部
、
保
安
部
、
営
業

部
は
原
則
在
宅
勤
務
。
現

場
で
の
施
工
や
点
検
に
お

い
て
は
直
行
直
帰
。

・
総
務
部
は
、
八
時
か
ら

十
七
時
ま
で
の
勤
務
時

間
。
交
代
出
勤
・
時
差
出

勤
。

・
高
圧
保
守
先
に
は
緊
急
時

の
連
絡
先
を
伝
え
る
。

・
外
部
の
方
々
の
不
要
不
急

の
来
社
を
ご
遠
慮
し
て
も

返
せ
な
い
」と
語
り
ま
し
た
。

〈
影
響
〉

　

建
設
関
係
は
、
二
〇
一
九

年
度
は
好
景
気
で
前
年
対

比
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

二
〇
二
〇
年
度
の
先
行
き
は

厳
し
く
、
急
速
な
下
降
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

〈
対
策
〉

・
な
に
よ
り
も
社
員
の
生
活

を
守
る
の
が
大
事
。
給
与

一
〇
〇
％
支
給
な
ど
不
安

を
払
拭
す
る
。そ
の
た
め
、

資
金
手
当
て
を
最
優
先
し

約
一
年
分
の
固
定
経
費
を

確
保
。

・
公
的
助
成
金
を
し
っ
か
り

学
び
活
用
す
る
。

・
永
久
劣
後
ロ
ー
ン
の
検

討
・
活
用
を
訴
え
る
。

・
密
閉
な
ら
ぬ
よ
う
事
務
所

内
の
喚
起
を
徹
底
。

・
交
代
勤
務
で
密
集
を
防

ぐ
。

・
在
宅
勤
務
の
社
員
は
、
終

息
後
に
備
え
資
格
試
験
へ

の
学
習
を
行
う
。

・
東
京
同
友
会
編
集
の
「
コ

ロ
ナ
感
染
職
場
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
考
に
自

社
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
。

　

最
後
に
、「
リ
ー
ダ
ー
の

危
機
感
が
社
員
に
反
映
し
ま

す
。
絶
望
せ
ず
諦
め
な
い
の

が
大
事
。
底
を
つ
い
た
ら
必

ず
上
が
る
。
開
き
直
り
前
に

進
み
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

五
、
㈱
テ
ィ
ー
ア
ー
ル
シ
ー

（
仲
地
治
社
長
）

　

ト
ー
タ
ル
な
リ
ス
ク
を

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
。
㈱

テ
ィ
ー
ア
ー
ル
シ
ー
の
感
染

症
対
策
事
例
で
す
。

〈
影
響
〉

　

損
害
保
険
に
つ
い
て
は
、

個
人
法
人
と
も
日
常
で
の
突

発
的
リ
ス
ク
に
備
え
る
上
で

は
、
必
要
不
可
欠
な
商
品
が

多
い
た
め
、
既
契
約
は
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
更
新
さ
れ
て
い
る

が
、
昨
今
の
事
情
で
面
談
は

回
避
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
電
話
募
集
や
、
書
類
を
郵

送
し
て
の
交
渉
に
な
り
、
新

規
提
案
や
拡
販
に
苦
慮
し
て

い
ま
す
。
特
に
生
保
部
門
は

面
談
募
集
が
必
須
の
た
め
苦

戦
し
て
お
り
、
こ
の
状
態
が

続
け
ば
解
約
や
減
額
の
依
頼

が
続
出
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

最
近
、「
感
染
症
に
よ
る

休
業
を
補
償
す
る
保
険
は
な

い
か
？
」
と
の
問
い
合
わ
せ

が
多
い
で
す
。

　

災
害
に
よ
る
休
業
の
保
険

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
補
償
を
す
る
損
害
保
険
は

残
念
な
が
ら
現
在
無
い
と
答

え
て
い
ま
す
。

〈
対
策
〉

・
お
客
様
対
応
は
、
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
極
力
面
談

回
避
を
実
行
す
る
。

・
事
故
対
応
サ
ー
ビ
ス
は
、

保
険
会
社
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

活
用
と
事
故
防
止
の
喚
起

を
メ
ー
ル
等
で
呼
び
か
け

る
。

・
事
務
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
パ

ソ
コ
ン
を
持
ち
帰
り
テ
レ

ワ
ー
ク
。
ペ
ー
パ
ー
作
業

が
多
い
業
種
だ
が
共
有
ス

キ
ャ
ン
や
メ
ー
ル
で
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
の
な

い
よ
う
対
応
す
る
。

・
外
線
電
話
は
、
す
べ
て
在

宅
ス
タ
ッ
フ
に
転
送
し
対

応
。

・
社
長
の
身
内
が
作
成
の

「
布
マ
ス
ク
」
を
社
員
に

配
布
。

・
基
本
対
応
は
、
東
京
同
友

会
編
集
の
「
コ
ロ
ナ
感
染

職
場
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
き
行
動
し
て
い

る
。

　

最
後
に
、「
苦
し
い
現
状

だ
が
、
乗
り
越
え
た
と
き
の

達
成
感
は
大
き
い
」
と
自
ら

を
鼓
舞
し
て
い
ま
し
た
。

六
、
総
合
包
装
㈱

（
宮
城
勇
社
長
）

　
「
包
む
気
持
ち
を
大
切
に

創
造
す
る
！
」
総
合
包
装
㈱

の
感
染
症
対
策
事
例
で
す
。

〈
影
響
〉

　

主
要
取
引
先
の
観
光
関
連

業
の
休
業
が
相
次
ぎ
、
土
産

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
受
注
が

減
少
。
顧
客
へ
の
訪
問
自
粛

や
県
外
出
張
の
中
止
な
ど
営

業
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
。

〈
対
策
〉

①
出
社
時
、
来
社
時
の
入
り

口
で
の
検
温（
体
温
記
録
）

と
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
。

②
ド
ア
ノ
ブ
等
、
手
に
触
れ

る
箇
所
は
こ
ま
め
に
消
毒

を
心
掛
け
る
。

③
マ
ス
ク
着
用
厳
守
。（
ユ

ニ
・
チ
ャ
ー
ム
の
超
立
体

マ
ス
ク
も
使
用
し
て
い

る
）

④
窓
と
ド
ア
の
開
放
（
強
制

換
気
）

⑤
商
談
後
の
応
接
室
の
除

菌
。

⑥
３
蜜
を
避
け
る
た
め
、
会

議
・
勉
強
会
の
中
止
や
ビ

デ
オ
会
議
の
実
施
。

⑦
タ
オ
ル
・
コ
ッ
プ
等
、
共

有
品
の
使
用
禁
止
。

⑧
そ
の
他
、
東
京
同
友
会
の

「
コ
ロ
ナ
感
染
職
場
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
考
に

基
本
対
応
。

　

最
後
に
、「
こ
の
感
染
症

が
一
日
も
早
く
収
束
し
、
み

な
さ
ん
に
平
穏
な
日
が
訪
れ

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

各
会
員
の
皆
さ
ん
も
、
独

自
の
対
策
を
と
ら
れ
て
い
る

と
お
も
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
仲

地
治
）

ら
う
。

・
社
内
で
も
現
場
で
も
常
に

マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
と

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹

底
。
共
有
タ
オ
ル
は
使
用

せ
ず
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
。

　

最
後
に
、
同
友
会
会
員
の

皆
さ
ん
へ
。「
融
資
の
受
け

方
や
困
っ
て
い
る
時
は
遠
慮

せ
ず
相
談
し
て
ほ
し
い
。
そ

れ
が
同
友
会
の
使
命
で
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

四
、
㈲
ス
タ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
（
赤
嶺
剛
社
長
）

健
康
経
営
優
良
法
人
二
〇

二
〇
に
認
定
さ
れ
た
㈲
ス
タ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
感
染
症
防

止
対
策
事
例
。

　

県
同
友
会
の
中
で
も
、
い

ち
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
脅
威
を
訴
え
対
策
に
取

り
組
ん
だ
赤
嶺
社
長
。「
コ

ロ
ナ
に
過
敏
に
な
り
す
ぎ
る

と
経
済
に
影
響
す
る
」
と
の

声
に
も
「
経
済
は
、
い
つ
で

も
取
り
返
せ
る
が
命
は
取
り

三
、
マ
エ
ダ
電
気
工
事
㈱

（
真
栄
田
一
郎
社
長
）

「
人
と
地
域
を
明
る
く
照
ら

す
」
マ
エ
ダ
電
気
工
事
㈱
の

感
染
症
防
止
対
策
事
例
で
す
。

〈
影
響
〉

　

建
設
業
は
現
在
の
と
こ
ろ

（
四
月
上
旬
）、
さ
ほ
ど
影
響

は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
県
の

緊
急
事
態
宣
言
で
緊
張
感
が

増
し
て
き
ま
し
た
。「
当
社

は
国
道
の
照
明
・
電
気
系
統

設
備
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
工
事

が
主
で
す
が
徐
々
に
影
響
を

受
け
て
き
て
い
ま
す
」
と
真

栄
田
社
長
は
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
社
員
の
配
偶
者
の

職
場
で
感
染
者
が
出
て
、
濃

厚
接
触
者
と
な
っ
た
そ
の
社

員
を
自
宅
待
機
さ
せ
る
な
ど

で
感
染
症
対
策
が
よ
り
具
体

的
に
な
り
ま
し
た
。

〈
対
策
〉

①
ま
ず
経
営
者
と
し
て
、「
給

与
は
減
ら
さ
な
い
確
実
に

補
償
す
る
」
と
、
社
員
の

不
安
感
を
払
拭
。
そ
の
た

　

今
回
は
、
南
城
市
大
里
に

事
務
所
兼
工
場
を
構
え
る
㈱

オ
キ
ポ
リ
・
社
長
の
末
吉
正

三
氏
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し

た
。

　

六
十
二
年
前
、
初
代
社
長

が
「
合
名
会
社
沖
縄
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
工
業
所
」を
創
業
し
、

三
十
一
年
目
に
「
㈱
オ
キ
ポ

リ
」
へ
社
名
を
変
更
。
末
吉

氏
は
四
代
目
に
あ
た
り
、
現

在
は
二
十
六
名
の
従
業
員
が

い
ま
す
。

　

主
な
事
業
内
容
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
製
造
及
び

製
袋
（
せ
い
た
い
）
加
工
。

よ
ば
れ
る
反
物
の
製
品
が
あ

り
ま
す
。
原
反
は
漁
業
関
係

者
に
も
卸
さ
れ
て
お
り
、
主

に
魚
を
包
む
の
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
関

係
に
は
宿
泊
客
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
物
を
包
む
際
に
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
取
引
先
は
卸
売
業
や

各
地
域
の
豆
腐
屋
、
製
麺
作

業
所
な
ど
も
あ
り
、
身
近
な

食
品
な
ど
を
包
む
に
は
欠
か

せ
な
い
製
品
で
す
。
実
際
に

工
場
で
は
、
製
品
の
端
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
再
利
用
す
る

作
業
、製
袋
加
工
や
氷
の
袋
が

仕
上
が
る
工
程
な
ど
も
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
内
の
大
手
ス
ー
パ
ー
で

は
十
年
く
ら
い
前
よ
り
レ
ジ

袋
が
有
料
化
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
の
七
月
一
日
よ
り

コ
ン
ビ
ニ
も
含
め
て
レ
ジ
袋

を
扱
う
す
べ
て
の
小
売
事
業

者
で
有
料
化
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
時
代
の
流
れ
を

見
な
が
ら
主
力
事
業
で
あ
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
製

造
と
製
袋
加
工
を
確
実
に
こ

な
し
て
い
き
た
い
と
末
吉
氏

は
語
り
ま
す
。（
あ
い
エ
フ

ピ
ー
・
大
浜
博
文
）

製
品
は
大
き
く
二
種
類
に
分

か
れ
て
お
り
、
小
売
店
等
で

使
用
さ
れ
て
い
る
レ
ジ
袋
や

ご
み
袋
・
ビ
ニ
ー
ル
の
斤
袋

な
ど
の
製
袋
加
工
さ
れ
た
商

品
と
原
反
（
げ
ん
た
ん
）
と

時
代
の
流
れ
を
見
な
が
ら

主
力
事
業
を
確
実
に
こ
な
す

時
代
の
流
れ
を
見
な
が
ら

主
力
事
業
を
確
実
に
こ
な
す

末吉正三 氏

原料のポリエチレン

徹底した対策を

貼り紙をして使用を控える

ドアノブを拭きとり消毒

アルコール消毒液、マスクを設置

来客用の受付簿や体温計

いろんな種類の布マスク

(3）2020年（令和２年）５月15日 第1508号（付録)中 小 企 業 家 し ん ぶ ん 沖 縄 版

５月号 №386おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



＜南部支部会員＞

回答企業
　（１）回答企業　156社　回答率　38.6％
　（２）業 種 別 （　）は実数
　　　　　　　　製　造　業　 13.5％（21）　　建　設　業　 9.6％（15）
　　　　　　　　流通・商業　 30.1％（47）　　サービス業　38.5％（60）
　　　　　　　　情 　 　 報 　  8.3％（13）　　
　（３）規模別　従業員数　＜正従業員＞平均　35名
　　　　　　　　　　　　 ＜臨時従業員＞平均　13名

2020年４月22日に発表された2020年１－３月期景況調査の結果を要約して掲
載します。（詳しくはホームページに掲載されています。）

①業況判断ＤＩは大幅に悪化し、20期（５年）ぶりにマイナス超に急転化。
　＜業況判断の要因等＞（自由記述より抜粋）
　○悪化
　　イ）製造業（食肉加工業） 
　　　　 コロナウイルスの影響が、いつまで続くのかによってさらに人手不足で製造の

遅れが生じる恐れがある。（休校措置が続くと従業員の休みが増える）
　　ロ）流通・商業（包装機器卸売）
　　　　 新型コロナウイルスによる経済活動（法人・個人）の自粛で消費の落ち込み。
　　ハ）サービス業（レンタカー業）
　　　　 1－3月の売り上げは、昨年度比50％減。利用者の８割が観光客のため、コロナ

の影響直撃している。資金繰りは当面持ちこたえられそうなので、この機会に
有休消化などしてもらい、オンシーズンに備えたい。

　　二）サービス業（飲食業）
　　　　  新型コロナウイルスの影響による客数の激減で売上ダウン。
　　ホ）サービス業（宿泊業）
　　　　 客単価が低下する一方、外注費等の増加に加え、コロナウイルスの影響による

宿泊宴会利用ゲスト減少が重なり厳しい経営状況となっている。
②売上高ＤＩは全業種で大幅に悪化し、情報以外の業種がマイナス超。
③ 経常利益ＤＩは大幅に悪化。流通・商業でわずかに改善するも、それ以外の業種で後退・
悪化。
④資金繰りＤＩはわずかに後退。製造業と情報で改善し、それ以外の業種で後退・悪化。
⑤経営上の問題点は「民間需要の停滞」、力点は「新規受注（顧客）の確保」が第１位。
⑥先行きは全業種で大幅に悪化し、調査開始以来最大のマイナス超となる見通し。

  
一
）
実
施
期
間

　

二
〇
二
〇
年
四
月
二
四
日

（
金
）
〜
二
〇
二
〇
年
五
月

二
九
日
（
金
）

毎
週
月
曜
〜
金
曜
（
祝
祭
日

除
く
）
十
時
〜
十
二
時

（
但
し
、四
月
三
十
日
（
木
）、

五
月
一
日
（
金
）
は
事
務
局

研
修
の
為
、
お
休
み
と
し
ま

す
）

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
専

門
家
（
弁
護
士
、
公
認
会

計
士
、
税
理
士
、
社
労
士
、

中
小
企
業
診
断
士
等
）
を

紹
介
し
ま
す
。

  

二
）
電
話
で
の
個
別
相
談

　
　

受
付（
無
料
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
九
八

－

八
五
九

－

六
二
〇
五
（
同
友
会
事
務

局
）

※
正
副
代
表
理
事
を
中
心
に

対
応
し
ま
す
。

  

三
）
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
相
談
室

　
　
　（
グ
ル
ー
プ
相
談
会
）

　
　
　
受
付（
無
料
）

　

相
談
会
参
加
希
望
日
の
十

時
に
ｅ.

ｄ
ｏ
ｙ
ｕ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
一
覧
の
「『
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
』
経
営
相
談

室
」を
ク
リ
ッ
ク
い
た
だ
き
、

文
章
内
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ

ス
く
だ
さ
い
。

※
相
談
会
参
加
人
数
が
二
十

名
以
上
と
な
る
場
合
は
セ

ミ
ナ
ー
形
式
に
す
る
な

ど
、
適
宜
工
夫
し
て
対
応

い
た
し
ま
す
。

〈
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
相
談
室（
グ
ル
ー

プ
相
談
会
）
の
進
め
方
に
つ

い
て
〉

①
正
副
代
表
理
事
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
す
る
グ

ル
ー
プ
相
談
会
の
形
式
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

②
今
回
の
相
談
会
で
は
、
下

記
の
よ
う
に
、
各
社
が
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
等
、
経
営
者
の
生
の

体
験
を
共
有
し
、
自
社
で

の
具
体
的
な
対
策
に
つ
な

げ
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

か
？　

・
資
金
調
達
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
か
？　

・
雇
用
維
持
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
か
？
（
雇
用
調
整

助
成
金
の
利
用
等
）

・
ど
こ
に
相
談
し
た
か
？
相

談
し
た
金
融
機
関
、
支
援

機
関
等
の
対
応
は
ど
う

だ
っ
た
か
？

※
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
や
ｗ
ｅ
ｂ

カ
メ
ラ
等
の
用
意
は
各
自

で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
九
八

－

八
五
九

－

六
二
〇
五
（
同
友
会
事
務

局
）

員
へ
支
払
っ
た
休
業
手
当
等

の
一
部
を
国
が
助
成
す
る

『
雇
用
調
整
助
成
金
』
の
相

談
窓
口
（
ｗ
ｅ
ｂ
相
談
形
式
）

も
新
た
に
設
置
し
、
専
門
家

（
社
会
保
険
労
務
士
）
に
よ
る

助
成
金
の
説
明
や
対
象
先
、

特
例
措
置
な
ど
一
般
的
な
内

容
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
〇
九
八

－

八
六
九

－

一
二
九
六
、一
二
六
六
）
又

は
最
寄
り
の
店
舗
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。（
沖
縄

銀
行
法
人
事
業
部
地
域
活

性
化
Ｇ
・
譜
久
村
親
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
、「
大
恐
慌
以
来
」
と
も

言
わ
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
沖
縄
で
も
極
め
て
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
直
面

し
て
も
一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
時
こ
そ
不

安
な
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
仲
間
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

　

沖
縄
同
友
会
で
は
、
経
営
相
談
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
窓
口
と
通
常
の
電
話
で
の
窓
口
を
開

設
し
ま
し
た
。
正
副
代
表
理
事
を
中
心
に
対
応
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
気
軽
に
活
用
く
だ
さ
い
。

め
、
行
政
も
次
々
と
支
援
策

を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

沖
縄
銀
行
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
、
資
金
繰
り
を
中
心
と
し

た
支
援
が
必
要
な
事
業
者
さ

ま
が
各
種
支
援
を
ス
ム
ー
ズ

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
新

た
に
当
行
独
自
の
融
資
制
度

を
設
け
た
り
、
公
的
支
援
融

資
制
度
等
を
取
り
纏
め
た
チ

ラ
シ
の
準
備
や
融
資
支
援
制

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
に
よ
る
県
経
済
に
与
え
る

影
響
は
観
光
関
連
産
業
を
中

心
に
日
に
日
に
増
し
て
お

り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
に

事
業
者
さ
ま
も
不
安
を
感
じ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
緊
急
事
態
を
乗
り
切
る
た

度
に
関
す
る
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

を
設
置
す
る
な
ど
、
事
業
者

さ
ま
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
致

し
ま
す
。

　

平
日
に
相
談
が
難
し
い
事

業
者
さ
ま
は
、
ロ
ー
ン
Ｆ
Ｐ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
県
内
七
店

舗
）
で
休
日
相
談
に
も
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
時
的
に
休
業
等

を
行
う
事
業
者
さ
ま
が
従
業

2020年４月22日　沖縄県中小企業家同友会

「コロナに負けない」経営相談室「コロナに負けない」経営相談室

2020年４月22日　沖縄県中小企業家同友会

経営相談室「コロナに負けない「コロナに負けない「コロナに負けない「コロナに負けない「コロナに負けない「コロナに負けない「コロナに負けない「コロナに負けない「コロナに負けない「コロナに負けない「コロナに負けない「コロナに負けない」」」」」経営相談室経営相談室経営相談室経営相談室経営相談室経営相談室経営相談室経営相談室経営相談室
～【Ｚｏｏｍ】での情報交換＆個別対応でも受け付けます‼～

業種

全業種

建設業

製造業

流通・商業

情報

サービス業

3.2

25.0

－16.7

0.0

57.2

－5.0

－18.7

0.0

－28.6

－14.9

30.8

－33.9

▼21.9

▼25.0

▼11.9

▼14.9

▼26.4

▼28.9

11.9

18.8

－16.0

18.4

64.3

5.1

－15.5

－6.7

－28.6

－6.5

38.4

－31.7

▼27.4

▼25.5

▼12.6

▼24.9

▼25.9

▼36.8

2.8

33.3

－9.5

－7.9

35.7

－1.8

－13.4

14.3

－23.8

－2.3

15.4

－31.0

▼16.2

▼19.0

▼14.3

△5.6

▼20.3

▼29.2

5.2

31.2

0.0

20.5

21.5

－13.3

4.0

21.5

14.3

15.9

33.4

－18.6

▼1.2

▼9.7

△14.3

▼4.6

△11.9

▼5.3

業況判断 売上高ＤＩ 経常利益ＤＩ 資金繰りＤＩ
2019

10－12期
ＤＩ

2020
１－３期
ＤＩ

増減 増減 増減 増減
2019

10－12期
ＤＩ

2020
１－３期
ＤＩ

2019
10－12期
ＤＩ

2020
１－３期
ＤＩ

2019
10－12期
ＤＩ

2020
１－３期
ＤＩ

まち
かどバンクまち
かどバンク

No.7

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

事
業
者
支
援
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

事
業
者
支
援
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

沖縄銀行

第1508号（付録)（4)中 小 企 業 家 し ん ぶ ん 沖 縄 版2020年（令和２年）５月15日

５月号 №386おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」




